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はじめに









棄 してきた様々な思想や構造を考察の対象 とするとき、そこに私たちを超越 したり、あるいは
身心の内部に内在するような異次元的存在 を想定する必要はない。
しか し、世界の多 くの普遍的 ・制度的宗教や、ある地域の具体的民俗宗教を取 り上げると、
そこには政治 ・経済などの強力な剛構造 とは別のシステムを考えることがで きる。すなわち、
















そこで最終年度に、国際日本文化研究セ ンターの主催により、平成13年 の11月 に、5日 間に
わたって、国際研究集会を開催 し、外国からの研究者13名 、国内の研究者70名 を越える参加を
いただき、「聖なるもの」の形と場 という切 り口から興味深い発表と有意義な議論が展開された。
ここに報告書を刊行するにあたって、発表者と参加者にあらためて御礼を申し上げるととも
に、機会を与えていただいた山折哲雄所長をはじめとする国際日本文化研究センターの各位、
とくに編集 ・出版業務に御尽力いただいた皆様に心から感謝の意を表 したい。
本報告書が、新たな刺激となって、一見抽象的な「聖なるもの」の意味 ・作用 ・構造がさらに
深められることを願っている。
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